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核 磁 気 共 鳴

水溶液における生体分子の構造を調べるのには,い ろいろのスペクトルが使われているが,

とくにプロトン核磁気共鳴スペクトルでは,かなり多くの共鳴シグナルが観測される。

分子内の個 々のプロトンは,そ の磁気的環境の相異を反映して,共鳴周波数(ν)が ppmオ ー

ダーで異なる。そこで,一 Si(C H3)3の 共鳴周波数 (ν 。)を基準にして, 共鳴シグナルの

化学シフ トδ=(ν ― 1/。 )/る を表わす。

タソパク質などの複雑な大きい分子では,共鳴シグナルの多くは重なりあって,個 々のプロ

トンについての有用な情報をとりだしにくい。そこで,超伝導磁石による超高分解能の装置を

用いて,共鳴シグナルの分離をよくし,感度もあげることが必要である。幸いに,昭和51年秋

に270 MHzの NMR装 置が理学部に設置され,今 日に至るまで順調に稼動 し,理学部内外の

多様な測定依頼にこたえて,活用されている。

表紙の図Aは,エ ラブ トキシンaの重水溶液 (4π M,pH 5.2,23℃ )の 270MHzプ ロ

トンNMRス ペクトルである (稲垣冬彦ほかによる研究)。 エラブトキシンaは ,Lα″Jcαπdα

SοπブルScJα′α (エ ラブウミヘビ)の毒腺にある神経毒タンパク質 (62個 のアミノ酸残基)で

ある。左側の8.0-6.5 ppmの領域のシグナルは,芳香族プロトンによるものである。これら

を用いて,分子内の個々のチロシン, ヒスチジン残基の ミクロ環境を明らかにできる。右側の

1.5-0.Oppmの 領域のシグナルは,19個のメチル基によるものである(拡大して図Bに示す)。

これらのメチル基はタンパク質分子内のいろいろの部分に分布 しているので,変性あるい

は他分子との相互作用にともなう構造変化を追跡するためのプロープとして役立つ。個々のメ

チルシグナルの帰属をつけるためには,二重共鳴法が有効である。ひとつの例として図Cは ,

δ=4.48 ppm(あ るスレオニン残基のβプロトン)の周波数の電磁波を照射したときとの,ス

ピンエコー差スペクトルを示す。19個 のメチル基のうちのただ 1個 のメチル基のプロトンシグ

ナル (図 Bの矢印)が ,負 のダブレットピークとして抽出されて現れている。

このようなメチルプロトン,芳香族プロトンのNMRシ グナルのくわしい解析により,タ ン

パク質分子内のアミノ酸倶l鎖の動的性質,水溶液における構造と結晶における構造との差異な

ども明らかにできる。

生物化学教室  宮  沢  辰  雄
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変 動 す る 太 陽 の 話

学問は螺旋階段を登 りなが ら進歩するという。

最先端の分野が次々と開かれ,研究されていくと,

いつのまにか出発 したところの,少 しばかり高い

ところに戻っているとい う。そのとき,新 しい視

点 とそれまでの研究の蓄積のために,さ らに理解

可能な領域が広がっているとい うのである。最近

の太陽物理学の発展に参加 していると,こ の言葉

がいかに真実であることかと,私は深 く感じてい

るのである。

太陽は恒状的な星ではなく,さ まざまな時間ス

ケールで変動 している星である。この事実の発見

は長い間にわたる多くの発見のつみ重ねによる。

最近の太陽物理学の進展は,変動のありさまをよ

り高い認識の レベルで明らかにしつつあり,そ の

規則性の基本的機構を明らかにしつつある。最初

の発見は,19世紀半端の Schwabeに よる太陽面

の黒点頻度数の周期的変動の発見から始まる。そ

の周期は約11年である。発表された当初は注 目さ

れなかったこの現象は,von Humboldtに より,

その大著 CosmOsの第Ⅲ巻に紹介されると,多

くの人々に知 られ研究されるようになる。Wolf

は 1610年 の Galileoの 発見以来の望遠鏡によ

る黒点観測のデータを集め,黒点11年周期が過去

にも継続 していたことを確認する。黒点観測はこ

れより国際的に組織されるのである。そしてすで

にこのとき,11年周期より長い時間スケールの変

動が気付かれている。一つは規則的な変調であり,

その周期は約80年 と見られている。もう一つは ,

Ga H leoの 発見のあと, 1700年 頃まで黒点が

ほとんど出現 しなかった時期があったらしいこと

である。この 2つの現象は,以後太陽物理学者 を

悩ませ,つい最近になって理解が可能になったの

である。

吉 村 宏 和 (天文)

ついで Carringtonは ,黒点の出現する緯度

が周期 とともに,中緯度から赤道へ と移動するこ

とを発見する。この黒点の周期性は,Maunder

により時間―緯度を座標とする図に図示される。

その分布のパターンは昆虫採集の展翅板上の蝶に

似ているため,蝶形図と呼ばれ,現象自身は太陽

周期と呼ばれることになる。この19世紀の研究の

あと,20世紀初頭に,Haleは 黒点の磁場を発見

する。黒点は極性の異なる2つが一組 とな り,そ

の双極軸はほぼ赤道に平行である。極性の向きは

各南北半球毎に同一であり,赤道をこえると逆に

なる。この整った磁場の極性の向きは11年周期毎

に反転する。蝶形図は,太陽内部に巨大な磁束管

が形成され,こ れが表面に黒点群 となって現われ ,

赤道方向に波動として伝播 し振動することを表わ

しているのである。すなわち Haleは ,太陽が磁

気振動体であることを発見 したのである。 しかし

ながら,太陽周期の研究はこれ以後,大 きな空白

期間をむかえることとなる。Haleに より創始さ

れた,地球上の実験室の物理学を天体の理解に適

用する天体物理学は,そ れ以後,急速に他の方向

に発展 したのである。それは,太陽と星の大気と

内部の構造 と進化の概略を明らかにし,銀河系の

構造 と進化を明らかにしつつある。太陽物理学に

おいては,原子分光物理学の発展とともに,太陽

大気の化学組成, 温度,密度が研究され,高温

コロナの発見とともに外層大気の研究に大きな

努力がそそがれたのである。さらに,光 ,電波 ,

X線 , γ線などの観測技術の発展とともに,太陽

は,短かい時間スケールで激 しく活動する天体で

あることが明らかにされていったのである。 しか

し,こ れらの活動の源をなすものはなにかと考え

るとき,再び内部の磁場の形成と変化,即 ち太陽

-2-



周期の問題にたち戻るのである。このようにして

再開された研究は今,太陽周期がただ磁場の変化

を意味するばか りでなく,太陽の熱的構造の変動

まで意味 していることを明らかにしつつある。

太陽周期の直接の研究の空白期の間にも,黒点

のデータは地道に蓄積され,その基本的理解への

道は,他の多くの分野で用意されていた。それは

電磁流体力学の発展であ り,原子核物理学の発展

にともなう宇宙線の研究の発展であり,さ らに地

球大気をはじめとする回転流体内の運動の研究の

発展である。また電子技術の進歩 と大型高速電子

計算機の到来と,人 工天体による観測技術の進歩

は,太陽周期の理解の手段を準備していた。宇宙

線の研究についてい うと, 1930年 代からいくつ

かの高山で定期観測されている。そして 1950年

代, Forbushに よりその強度が太陽周期ととも

に変動することが発見されている。この宇宙線は

地球大気中の原子 と核反応 し,中性子をつくる。

これは主反応 として
14Nに

吸われ, 
ИCをつくる。

14cは
地上と海中の生物体に取 りこまれ,蓄積さ

れ,半 減期約 5700年 で崩壊 していく。これを使

って考古学などで年代測定がなされているが,逆

に年代のわかっている有機物,特に木の年輪を使

って,過去の “C製造の変動,す なわち宇宙線強

度の変動,そ してそれから太陽周期の変動を研究

する学問分野が開けてきたのである。これはまず

17世紀の黒点の出現 しなかった時期を確証 し,さ

らに遠い過去にも同じような黒点磁気活動の低下

した時期がほぼ周期的にあったことを明らかにし

ている。電磁流体 力学 についていえば,その原

理は19世紀の Faraday,Maxwellの 時代から

知られていたのは周知のことである。にもかかわ

らず,天体の現象 を理解するのが遅れたのは ,

方程式を天体の状況のもとで解くのに,電子計算

機の発達が必要だったからである。電子技術の発

展はさらに黒点ばか りでなく,太陽全面の弱ぃ磁

場 と速度場を精密に測定するマグネ トグラフの開

発を可能にする。電離 した流体の磁場 と流れの相

互作用 を研究す る電磁流体力学は,こ のように太

陽物理学において強力な観測手段 と理論的解法の

手段 を得たのである。

Haleの 跡 をうけた Mt Wilson 天文台では ,

1950年代か ら 1960年代にかけて,は じめ

Babcock父 子が,さ らにその跡 を Ho wardが

マグネ トグラフの開発につ とめ,太陽全面の磁場

と速度場 を測定 してい く。そ して太陽周期 を理解

するうえで重要な概念を,つ ぎつぎと提出してい

く。この地上からのデータと,さ らに人工天体に

よる太陽から吹きでる粒子と磁場の流れの直接測

定のデータは,lo年以上にわたって集積され,太

陽周期にともなう変1動 を明らかにしていく。この

ようにして, 1970年 代は各分野の発展が収束 し

て,太陽周期,す なわち太陽磁気振動の総合的理

解を可能にしていた時期であったのである。

私はこれと時期を一つにして研究をはじめ,そ

の理解の発展に参加する機会を与えられたのを幸

いに思っている。 1969年 は理学部広報が発刊さ

れた年であるが,私はこの年研究をはじめ,1973

-1974年 と 1977-1978年 にコロラド州ボー

ルダーの大気科学研究所のC D C 7600/6600

計算機 とCRAY-1計 算機を使 う機会を得 ,

1974-75年 と77年に Mt Wilson天 文台で

集積されたデータを解析する機会を得た。この間,

東京大学の大型計算機も HI TAC 5020 Eか ら

HITAC 8800/8700へ と移り,たいへん,お

世話になったものである。

計算機を使 う電磁流体力学の数値シミュレーシ

ョンの技法は,ただ現象を再現するばかりでなく,

現象を記述するモデルの内的パラメーターを人為

的に操作する数値実験を可能にし,現象の内部の

メカニズムの理解をより深め,さ らに未だ観測さ

れていない現象をも予測することができる。太陽

周期の研究は,こ の数値実験の特徴がいかんなく

発揮され,太陽周期を再現したばか りでなく,い

くつかの重要な周期の性質を予測した。そしてそ

の性質は,観測データ中に発見され,確認された

GC

CC
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のである。さらに未だ確認されてない現象をも予

測している。

この研究が創 りだしていった太陽の磁場の起源

とその振動,すなわち太陽周期の統一的描像は次

のようなものである。太陽中心で発生 したエネル

ギーは輻射層をにじみ抜け,対流層でその一部は

流れの運動エネルギーに変換される。大部分のエ

ネルギーは対流層を通 り抜け,表面から放射され

ていくが,流れの運動エネルギーの一部分は磁場

のエネルギーに変換される。この変換過程は電流

の発生をともなうため,ダイナモ過程 と呼ばれる。

それは流れの構造の空間配置とそれにともなう磁

力線の空間における運動によっている。太陽対流

層では,対流は粒状斑対流 (規模約 103Km), 超

粒状斑対流 (約 3× 104 Km), そ してグローバル

対流波 (約 106 Km)と い う3つ の形態が共存 して

流れている。最初の 2つ の対流は回転の影響が小

さいため,流れに空間的非等方性をつくるにいた

らず,磁場を拡散する働きをもっている。磁場は

空間的に方向をもつベクトル量なので,それをつ

くりだす流体運動には,なんらかの空間的非等方

性が必要だからである。 グローバル対流波は,そ

の規模が太陽半径に匹敵に,その寿命が太陽回転

周期より長いため,回転の影響は大きく,流れに

空間的非等方性ができる。回転の影響は,対流の

パターンをセクター (扇)型の南北両極をつなぐ

ようなかたちにし, しかも回転軸の周 りに波とし

て伝播させる。さらに回転の影響は ,流れにひね

りを与え,対流が駆動する徴分回転 とともに,対

流層内に螺旋状の波うつ流れの構造をつくる。こ

の流れが,磁場に螺旋状の構造をつくり,螺旋状

の磁力線からなる極性の異なる巨大な磁束管をつ

ぎつぎと交互につくりだし,等 回転面に沿って波

動として伝播させる。

この過程 を記述す るダイナモ方程式は,時間 と

空間の役害Jを 入れかえた拡散方程式 と同 じ形 をも

つ。その 自然な線型解は拡大 しなが ら伝播す る波

動解である。この波動は ダイナモ波 と呼ばれる。

波動の山 と谷である磁束管は内部 よ り表面に伝播

し,現われる。そこにおける波動の切断面が蝶形

図 となって現われるのである。波動が等回転面に

沿って伝播す るとい う性質は,内部の回転構造 を

診断す るのに有力な方法 となる。 さらに,黒点の

蝶形図は磁場の回転方向成分である トロイダル磁

場の情報 を伝 えるのみだが,理論は子午面内成分

であるポロイグル磁場の表面における分布をも予

測した。これは観測データ中に発見されたばか り

でなく,表面の磁場から計算できるコロナー惑星

間磁場の構造の太陽周期にともなう変動に,新 し

い概念をもたらしたのである。

日食の時見えるコロナの形は,太陽周期極大期

には太陽周縁に丸く,極小期にはあたかも太陽中

心に巨大な磁石があるかのごとく,南北両極から

双極型のいくつもの条が広がっている。このとき,

赤道からは太陽半径の数倍以上に,吹 き流し状の

構造が述びている。太陽周期にともなう表面の磁

場から計算されたコロナの磁場の形状はまさにこ

のような形状を示 したのである。その磁力線は ,

極大期には太陽全面にいくつものループ状の構造

をつくり,粒子の出入りについて,閉鎖的となる。

極小期には単純な双極子磁場が太陽風により吹き

開けられ,変形 したものとなり,その構造は開放

的 となる。 コロナの磁場は,太陽風により吹き流

されて,惑 星間空間に満ち,太陽系磁気圏を形づ

くるから,こ の閉鎖的な構造と開放的な構造のく

りかえしは太陽系磁気圏の構造の変化そのものを

意味する。それは降りそそぐ宇宙線の飛刻に影響

を与え,吹 きでる太陽風の流れに影響を与える。

すなわち,宇宙線も太陽風も,太陽周期極大期に

はその飛囲をさまたげられ弱まり,極小期には開

放的な太陽系空間を自由に出入 りし,相対的に強

まる。これはまさしく,観測されている事実であ

る。

さて,対流層内部で振動しながら拡大する磁場

は,流体運動をさまたげ,ダ イナモの効率を弱め

る。こうして,ダイナモ方程式は非線型波動方程
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式 となるのである。ダイナモの効率は力の函数で

なく,速度場の函数であるため,磁場のフィー ド

バックには時間の遅れが必要である。結果として ,

方程式の系は函数偏微分方程式系となり,遅れ時

間をもった力学系となる。この方程式系の解を数

値的に求めると,ま ことにバラエティに富んだ振

舞を示すことがわかる。その特徴は,多重周期性

をもつことである。17世紀の黒点活動の異常に低

下 した時期はこの多重周期解 として再現でき,磁

場の非線型振動の表われ と考えられるのである。

数十年周期の変調も同時に自然に再現できる。理

論の示す概念を使って黒点頻度曲線を解析 しなお

す と,新 しい周期―振幅関係が発見でき,変調の

周期は80年でなく,55年であることが発見できた

のである。すなわち,太陽周期は周期―振幅を座

標軸 とする相空間で,5つの11年周期を一組 とす

るループを描き,振動に履歴現象がある。振幅上

昇期に周期は短かく,下降期に長い。

さらにこの理論は流体の微分回転とグローバル

対流波の流れが太陽周期とともに変動することを

要請 している。微分回転の変動は Howardに よ

り検証されている。熱を運ぶ対流の変動は対流層

の熱的構造が変動することを示 している。それは

さらに,対流層が一時的な熱溜めとなって,全輻

射量が変動することを意味している。太陽物理学

者はこれが真実なのか否なのか,ま だ知らない。

将来の観測的,理論的研究の発展を待たねばなら

ない。ただ興味深いことは,17世紀の黒点活動低

下期が,地球上の小氷河期と呼ばれる寒冷な時期 ,

ロンドンのテームズ河も凍った時期, と一致 して

いることである。さらに, “Cの解析から導びか

れた太陽周期の変動 と,地球上の氷河の前進′後

退とは良い相関を示 している。これがなにを意味

するか,決定的な理論と観測はない。 しかし,非

線型ダイナモ理論では,黒点活動低下期は,対流

運動低下期であり,全輻射量の低下期であるはず

という事実は興味深いことである。

一つの理論をつくるのは,一つの伽藍を構築す

るのにも似ている。太陽周期の理論は,今やっと

骨格ができたところである。これから,屋根をつ

け,壁 をはり,内 をつくらねばならない。いつま

でかかることだろうか。我々はまた,も う一つの

螺旋階段を登っているのであろうか。数学の非線

型偏微分方程式論の発展を待たねばならないのだ

ろうか。電子計算機のさらに大型化,高速化を待

たねばならないのだろうか。太陽物理学は,つぎ

つぎと現われる新 しい問題を独自に解いてい くだ

ろうか。この非線型磁気振動方程式は,解の相空

間での固定点をも解 として許し,地球をはじめと

する定常ダイナモをも記述できる。太陽物理学は ,

再び一般天体の磁気の形態と活動を研究する分野

を開いているのである。太陽は今,第21(11年 )

周期がはじまり,活動最大期に近づいている。し

かもこれは,新 しい第Ⅵ 65年)大周期活動の始

まりである。観測ならびに理論の発展が期待でき,

また新 しい知見をもたらしてくれるであろう。

結晶の微細組織 とその動き

天然鉱物結晶の整った形態,な めらかな結晶面 ,

人工着色を寄せつけない色彩,ま た透明度など,

美 しさ,すば らしさに心を動かされた人は多い と

山 中 高  光  (鉱物)

思 う。 ワシン トンに有 るス ミソニアン博物館に行

かれた人は御存知 と思われるが,現在大別 して 3,

000種ほ どの鉱物種が記載 されてい るうちの何 と
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多くの鉱物が,宝石や貴石として人心を魅了して

きたことかがわかる。そのためか宝石にまつわる

話は古代エジプト時代から数限 りがない。この美

しさは結晶内の規則正 しい配列によるのであるが ,

規則度の不完全性のため一層美しさを強調 してい

る物もある。例えばダイヤモンドの王様ブルーダ

イヤは炭素原子の四配位結合に窒素原子が混入 し

たためであり,Aι203に Cr2 03 を微量混ぜれ

ば赤いルビーに,ま たインクルージョンが存在す

れば青いサファイアになる。結晶の色は結晶学的

不完全性 (inperfection)に 起因する物が多い

事が明らかになっている6こ れも微細組織や構造

不整,転位,点欠陥などの研究が進んだため明ら

かになった事である。

鉱物は宝石や,鉱物資源として昔から尊ばれて

きた物があるが,自 然科学 として天然の実験室で

作 られた鉱物が内在している結晶構造や組織,ま

た多種多様な鉱物の共生関係等を知ることから,

鉱物の生成条件を推定 し,その成因を究明するこ

とが鉱物学の一つの目的である。その結果地球や月,

さらに宇宙の数億年以上に亘る歴史の紐を解くこ

とができる。一方鉱物は物質科学 として,結品化

学,結晶物理,材料科学等多方面の科学を生みだ

す役害」を演 じてきた。これらに伴って結晶成長の

機構に関する研究も促進されてきた。鉱物物性の

工業的利用が見い出されてから,人工的に鉱物結

晶を合成する事が試みられた。発振子用の水品の

大型単結晶の水熱合成が第二次世界大戦中に成功

し,さ らに半導体工学の発展によって結晶の特性

を制御 した結晶合成がなされるようになった。工

業的利用から結晶の評価 (characterization)

の重要性がさけばれて,結晶の微細な内部組織が

さらに詳細に明らかにされてきた。このように鉱

物の研究は自然科学のみならず,他の多くの分野

でも多大な役害1を 演 じている。

博物学に端を発した他の諸科学 と同様に,鉱物

学も静的な研究から動的な研究の重要性が増 して

きた。鉱物学教室では過去10年以上に亘って結晶

の変態問題に取 り組んでいる。相転移,結晶内イ

オン交換,離溶折出,再結晶作用などの相変態の

機構を究明することも努力してきた。X線単結晶

写真法や四軸型自動回折計に電気炉を取付け

1,000℃ まで,さ らに LPGと 酸素ガスの混合ガ

ス炉で,あ るいはガスレザーを用いて 2,000℃ ま

で加熱 しながら,結 晶構造の変化が解析できるよ

うになった。

また,50 Kbま で加圧できるダイヤモンドアン

ビルを用いて加圧下での構造解析も行っている。

電子顕徴鏡にも加熱装置を付け 1,400℃ 程度まで

試料を加熱しながら電子線回折像や格子像の変動

が追えるようになった。一方に於いて結晶構造解

析の精度も向上 し,結 晶内の結合電子や遷移元素

の d電子の局在状態など詳細な構造が解析できる

ようになり,結合性 (π 結合や σ結合)や原子の

有効電価などが明らかにされるようになった。こ

れらは必ず しも単純な構造に於いてだけでなく複

雑な構造に於いても進められてきた。

これらの実験手段を用いて行った具体的な実験

例を幾つかここに紹介してみる。

(1)M n3 04の 立方―正方品転移 VI M n3+の 電

子スピンの縮重度が高温では増 し立方晶になり,

低温では逆に Jahn― Teller効果により正方晶

になると信じられてきたが,高温X線構造解析 と

MOssbauerス ペクトル解析から高温で立方晶に

転移するのは正方品の domainの 配向性が三方

向に無秩序に分布するためであり,電子状態の変

化だけに起因するのでは無い事がわかった。

(2)ス ピネルーオリビン転移 スピネル構造はオ

リビン構造に比 して高圧低温安定型であるため,

加熱によリオリビンに転移することは衆知する所

である。MgAι 2 04を 前述のガス炉で 1,600℃

までほぼ 300℃ 間隔で精密構造解析してみた結果 ,

常温ではほぼ調和熱振動をしている原子が 1,000

℃以上では四配位の Mgイ オンは,非 調和熱振動

が増 し,昇温と共に著 しくなる。この事実は格子

定数の熱膨脹や,結合距離の変化の要因であり,
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オリビン構造へ転移する前駆現象を物語っている。

(3)鉱物のマルテンサイ ト転移 Ca Si o3には三

斜型 と単斜型が存在するが,母相と転移相が接合

界面 (010)面 でC/2ず れている。この転移

の機構を高温電子顕微鏡で加熱 しながら格子像の

変化を観察 した結果,加熱による thermal

shear tressか ら転位が生じその点から格子縞

間隔を異にする構造が発達 し,伝波も速やかに進

むことが判明した。この 2つ の構造に於いて相互

にすべ りやすい (010)面 にこれが生 じている

ことが電子線回折から確認された。

転移実験の例を紹介したが,構造の具体的な変

化とともに現象論だけでなく,結 晶変態のカイネ

ティクスについても考察が行われている。最後に

今年は Einstein 生誕 100年に当る。 1975

年には,量子力学誕生50年 を記念して,あ ちらこ

ちらで会議が催され,多 くの記念論文集が出版さ

れた。現代基礎物理学の建設に貢献 した理論物理

学者の中で,Einsteinと Heisenbergと は私が

最も好きな研究スタイルを持った人達である。相

対性理論にせよ,量子力学にせよ,一つの (近似

的に)閉 じた理論形態を得る迄には,多 くの人人

が各段階に応 じた足跡を遺 している。特に量子力

学の場合,理論家として,Heisenberg流 の理論

形成の基礎を作った Bohr,彼 らとは異なった角

度から進んだ De Broglie,Schrodingerが い

るし,後 にこれらの人人 とは逆に,相対性理論及

び量子力学に内在する可能性を追求し,光の量子

力学を作 り,陽電子 。磁気単極子の存在を予言 し

た Diracも 特異な姿を持った巨峰である。にも

拘らず,Einsteinと Heisenbergと を並べてみ

鉱物を研究することによる他分野との関係につい

て今一つ例を上げてみる。大部分の鉱物は,物性

物理や,無機化学で扱 うような簡単な構造ではな

い。従って物性を研究する方々から避けられがち

であるが,鉱物は複雑であるが故に生ずる興味あ

る性質がある。例えば磁性物理で興味を持たれて

いる一次元磁性体に近い物質 として磋灰鉄鉱

(1lvaite)が ある。 これはたまたま中性子回折 ,

Mossbauerス ペクトル,磁化率の源J定 を行った

際,磁性体として現在脚光を浴びている一つであ

ることを知らされた。このように結晶を扱う他の

研究者 とさらに緊密なパイプを持つことにより相

互に科学を発展させることができると思う。

林 孝  郎  物理)

たのは,経験法則そのもの (実験事実の定性的な

局面)を定式化する事に依って夫夫の理論の設定

に成功しているからである。光速度一定という事

実に相対性原理を加えれば特殊相対性理論の基礎

となる Lorentz変 換を直ちに書き下せる事は,

今では学部の学生でも知っている。量子力学の場

合,そ う一口に説明する事は困難であるが,

Bohr― Heisenbergの 理論形成でのこう云う一

面は,最近逝くなられた朝永振一郎先生の「量子

力学」の第一巻で如実に読み採る事が出来るし,

それをなぞって,学生に
t手

造りの量子力学"を

楽しんで貰った事もある。これに近い研究態度は

Maxwellの電磁気学の形成にも見られる。即ち,

電磁現象の巨視的な法則を微視的な世界の言葉に

融訳する事に依って Maxwellの方程式が得られ

る。 (小谷正雄「電磁気学」 :岩波物理学講座)。

具体的には多少の差異があるにせよ,一時期を画

永 過 ぎ る 混 沌

岡
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するような理論は,基本的には,こ うした研究態

度から生まれるのではなかろうか。

所で,そ う云う次元の問題に或いは直面してい

るのではないかと思われるのが現在の素粒子論で

ある。原子核物理には登場 しなかった粒子が観測

され始めたのは 1947年であり, 1960年 頃迄は

その種類は数える程であった。その後加速器物理

及び測定技術の進歩に依って不安定な粒子が続続

見付か り,こ れらの粒子を表にすると,原子核物

理のそれを眺めるかの観がある。当然,素粒子と

呼ぶに相応 しい基本的な粒子は何かと云う問題意

識が頭を撞げて来る。現象論的分析に最も役立っ

てお り,現在大多数の人人に支持されているのは

quarkと 呼ばれる陽子の電荷の%倍 とか ―%倍 と

かの半端な電荷を持った仮想的粒子である。これ

を構成粒子として行われる現象分析は,次第に原

子核物理学のそれに近附いていると云っても過言

ではあるまい。一方,quarkを 結合させ核子等を

形成させる力を媒介する場の方で人気を集めてい

るのは gluonと 呼ばれるもので,元来は電磁場 と

の類推から生れたものである。併 し,その性質は

電磁場 とは基本的に異なり,その取扱いも極めて

数学的なものから,物性物理的模型に至るまで ,

種種複雑な事が考えられている。面白い事に,先

に述べた磁気単極子が持つと期待されている性質

を巧みに quarkと gluonと の系に絡ませる事も可

成考えられている。

では,quarkと gluon等 等に依って素粒子の世

界の謎が解き明かされるかと云うと,そ うと許り

は云えない。実験データの整理には極めて有効で

はあるが,それを超えた次元では,どの方法も余

りに技巧的且複雑である上に,quarkや gluonを

矛循なく記述する満足すべき理論形式が存在 しな

い。何時の頃からか,「この混沌は人為的混沌で

はなかろうか」 と云 う声も開かれるようになった。

1964年 にquarkを 提唱.し た Gell― Mannは

1966年 の国際会議では quarkは 実在しないだろ

うと云っているが,或 る意味で成功 している

quark模型を,今彼はどう考えているだろうか。

実際に意味があるのは種んなquarkが持っている

属性 (量子数)丈 ではないだろうか。嘗ての

etherの ような役害1を果 しているのではなかろう

か。若しそうであるとすれば,或いは,若 し

quarkが実在す るものであれば,相対論的量子力

学 (場の理論)は新 しい発展をする時機に来てい

るのではなかろうか。つまり,現在の混沌は単な

る近似法や模型の問題を超えた次元の事に由来す

る可能性も考えられよう。

自然現象を出来る丈少数の基本粒子で理解 しよ

うとする願望はギ リシャ哲学の時代から科学者の

心に常に宿っていた。そして,基本的な粒子であ

るからには,(多体問題的な複雑さは別として),

それらの属性及びそれらの相互作用を支配する法

則も亦整然 としたものであろう。素粒子物理も実

験事実が提供している豊富な材料から基本的な法

則を模索 してよい時機に来ているのではなかろう

か。現在の素粒子論は複雑化を辿る傾向にあり,

余りにも矛循が多過ぎるように思われる。また,

1957年以前には予想もされなかった幾つかの基

本的な経験法則も十分に消化されているとは云え

ない。新 しい原理 と迄は行かずとも,基本的な物

の見方に依って,理論物理学を違った次元のもの

に高める事も出来よう。こんな事を考える時,よ

く想い出されるのは,山 内恭彦先生が20年前私に

云われた言葉である。

「早過ぎたるは,遅過ぎたるが如し」。
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日本の大学 に情報科学関係の学科が初めて設置

されたのは昭和45年 (1970年 )であ り,その後

今 日までの間に主要な大学にほぼ設置が終了 して

い る。我が東大理学部の情報科学科の設置は

1975年であ り比較的遅い。米国での情報科学科

(computer science)の 設置は 1968年頃に一

斉に行なわれた。それ以前に設置が行なわれてい

る伝統ある大学 もあるが,学科 としての設置は多

くの大学において大体 1968～ 1970年頃である。

このように学科の設置時期に関するかぎりでは日

米間の差はあまり無いように見える。 しかし,そ

の規模,質 を見てみると大学院 (修 士以上)を有

する大学の数は米国では 120以 上を数えるが日本

では,せいぜいその%位のものであろう。 しかし,

差が大きいのは学科の数より,む しろ学科の規模 ,

質である。米国の大学は教官の数,学生数,さ ら

には,それら以外の研究者 (research associ―

ates)の 数が断然多く総合的な力でかなりの差

がある。情報科学はいわゆる学際的研究が必要な

学問の典型的な例であり,その研究は多くの側面

を有するが,主要な部門では個人がポツネンと研

究を行なうのではなくグループで互いにアイデア

を出し合いながら行なう必要がある。その意味で

成果を上げ得るためのある一定数の研究者の集合

(critical mass)が 重要である。この

critical massを 維持できないと多くの場合研

究そのものを諦めてしまうか,個人の趣味におぼ

れてしまうかのいずれかである。日本の多くの大

学で研究そのものが全くといってよい位行なわれ

ていないか,せいぜい高級な受験問題を解く (即

ち問題を発見するのではなく,与 えられた (多 く

の場合輸入された)問題を工夫 して解 く)位のこ

としか行なわれないのはこの critical massに

達 していないからであると思う。この critical

情 報 科 学 日 米 差

守  (情報科学)

massに 達 したグループで各人がそれぞれ独特の

アイデアを出す ときに研究の成果が最も表われる

と思う。日本でもこういった critical massに

達 している研究機関 (大 学,国 立研究所, 民 間

研究所を問わず)では外国に劣らない成果を上げ

ている。 しかし,日 本ではその数があまりに少な

い。日本の情報科学の進展をはかるためにはこの

一定の critical massを 維持している研究機関

の数を増やす必要がある。

日米のもう一つの差は,学会に表われている。

日本では情報科学部門で真の学会 (査読が厳密に

行なわれ,論文の質が一定以上に維持されている

学会)が皆無である。これも,お そらくさきほど

の critical massに 達 している研究機関の数,

即ち,真の研究者の数が少なすぎるためであると

思う。しかし,国際学会を日本に誘致すると少数

ではあるが常よりは多い優れた論文も出てくる。

これら論文は通常はおそらく直接海外に出されて

いるか,又は埋もれてしまっているものであろう。

日本の発展のためには,国際学会を含めた真の学

会の発展が重要である。この方面では来年度の

IFIP Congress等 多くの努力が成されてお り,

急速に充実しつつあるのは嬉しいかぎりである。

一削
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ワ シ ン トン,ガ ソ リ ン騒動始末記

福 山 博  之 範質)

その昔 ニクソンとい うアメ リカの大統領の頃′

日本中を震撼させ る出来事がおこ りま した。 日本

中の トイ レッ トペーパーとぃ ぅ トイ レッ トペーパ

ー,石けんという石けんがすべてなくなってしま

いました。スーパーでは一人一個までという制限

をつけた りしましたが,人 々は一個買うとまたす

ぐ行列の後に加わ りまた一個 と買っていくのでア

ッとい う間になくなってしまいました。その事件

は,ほんとうにアッとい う間に日本中に拡が り,

おやっという間に終ってしまったものでした。

さて今はカーターとい うジョージア州出身の大

統領の統治するアメリカは ワシントンです。約 3

ケ月前西海岸のカリフォルニア州で突然おこった

ガソリン不足は今や全米を震撼させる大事件 とな

りました。町中のガソリンスタンドの半分は売る

ガソリンがなく開店休業。あとの半分は朝六時半

には店の前に車の行列が延々と連なり,七時に開

店すれば朝数時間のうちにその日に売るべきガソ

リンを売 りつくし,「NO GAS/」 の立て看板

を立てこれまた開店休業,と いう有様になりまし

た。

人々は毎週一回ガス行列に加わ り,長い人は二

時間から三時間かけてガソリンを入れ,日 に日に

フラス トレーションがたまっていくのでした。ひ

まをもてあました御婦人のなかには,大型の リン

カーンコンチネンタルにクーラーを入れ,ガス行

列に加わって二時間をすごし,ガ ソリンを入れる

とまた別の行列に加わ り,二時間かけてその二時

間分の クーラーに消費 したガソリンを入れ一日を

終わる, とい う生活をおくる人もいるとい ううわ

さです。

そうするうちに,行政府の命令で車のナンバー

が奇数の車は奇数日に,偶数ナンバーの車は偶数

日にガソリンを入れることができるとυ`うことにな

りました。二時間かけてやっとガソリンポンプに

たどりついた偶数ナンバーの人が後続の車に,今

日は奇数日だ, と注意されすごすごと帰ったとい

う悲喜劇もおこります。 ところがアメリカは各州

で車の登録ナンバーを出し,多い人では一台の車

に三～四枚のナンバーをもっている人もあります。

今日はこのオンバー,明 日はこのナ ンバーととっ

かえひっかえされては,こ の制度もそれ程効果の

あるものとは言えません。

そのうち今度は最低 5ド ル以上のガソリンを買

わなければ「牢屋」に入れる制度にな りました。

これはかなり効果があったようですd4ド ル50セ

ント分のガソリンを入れ,5ド ル請求された人が

おこってタダ食いを試み,ア ルバイ トの少年をは

ね飛ば しケガをさせ,約千 ドルの罰金を払 うはめ

におちたという事件も心なしかこの無謀な人に同

情的に報道されたようです。私も,今 日は 5ド ル

には少 したりない量 しかガソリンを入れられない

と思うときには,前 日か朝はや く車のタンクから

サイホンで牛予L用の 1ガ ロン瓶にガソリンを移 し

てガソリン行列に加わったことがあ ります。

人々のフラス トレーションの主なる原因は,こ

のガソリン不足がなぜおこったのかを政府もガソ

リン業界も誰一人として説明する人のいないこと

で しょう。イランの政変によって原油の輸入が昨

年の90%であるといわれても,こ こ数年アメリカ

が自分の国の石油井戸にふたをして世界中から原

油を買いあさっていたことを知っている人々は,

それが原因だとは信じようとしません。大石油会

社の一つエクソンがワシントンポス トの一面を買

いきって「私達はガソリンの出しお しみをしてい

ません。これからもガソリン供給に全力を出しま

す。 しかしこれからも供給に限りがあるかもしれ

ませんJと いう広告を出しても人々のちょう笑を

-10-



かうだけでした。

事のあまりの重大きに (実は ワシントン特別区

にかぎづての重大さだったのですが)大統領は特

別に演説し「 このエネルギー戦争に米国はうち勝

たねばならない。そのためには国民の団結が必要

である。」 と訴え太陽エネルギーを含めた代替エネ

ルギー開発のために大金の出費も辞さない と表明

しました。

ところが,こ の大事件もやはリアッとい う間に

終って しまいました。毎日朝 7時には長い行列が

できていたスタンドである日突然行列が短くなり

ました。そうすると次の日には全く行列が姿を消

してしまったのです。公共バスを利用 していた人

々もまた自分の車で出勤しはじめたので交通渋滞

も回復しました。あのような大事件もなかったか

のようにすっかり元通 りになってしまったのです。

後に残ったのは,好決算の石油会社 とガソリン

スタンド経営者,便数を増やすのが遅きに失っし

たガラガラの公共バス,そ してカー杯振 りあげ今

やおろすにおろせぬカーター大統領のこぶ し, と

<学部消息>

いったところです。

もちろん値上 りしたガソリンの価格はそのまま

で値下りすることはなさそうです。

さらに日本にとっても大きな影響を与えるだろ

う後遺症があります。それはクライスラー社の危

機に端的に表われていますが,今アメリカで小型

車を買うには大変な努力と忍耐がいるようになっ

たことです。小型車はシボレーのシベッテなどを

除いてほとんど輸入車です (ダ ッジのコル トとい

う小型車は三菱が作っています)。 コル トやフォ

ルクスワーゲンのラビットなどは注文してから手

に入るまで 3～ 4ケ 月といわれています。

自動車をはじめとする日本からの輸入の増え方

が急すぎるという日米の通商問題にもかかわらず,

これからも日本車の輸入は増大するでしょう。来

年の大統領選をひかえてクライスラーをはじめと

する米産業界の輸入車に対する反感がどう日本に

対する反感に飛火するかわかりません。細心の政

治戦略が望まれます。

△

7月 25日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

1.前回議事承認

2.人事異動等報告

3.学生の休学について

4.日 本学術振興会奨励研究員の受入れについて

5.寄附の受入れについて

6.人事委員会報告

7.会計委員会報告

8.その他

モメ授教
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所 属  官 職

人 類  講 師

化 学  助教授

植 物  教 授

地 理  助教授

地 理

物 理

数 学  助教授

地 物  教 授

素粒子  助 手

物 理  助 手

物 理  教 授

地 質  助教授

物 理  助教授

化 学  助 手

目 的  国

タ ンザ ニア

連合王国 ,フ ランス

タ  イ

カナ ダ

期    間

7. 14～
55.1.13

7. 12～
9.  4

7.22～
8.  8

7.25～
8. 11

7.25～
9.  2

7 14～
8.  1

7.4～
7.31

7 24～
8.  2

71.～
56.6.30

7.1～
56.6.30

7.4～
7.10

7.13～
7 29

7. 15～
55.1.14

7.27～
8.  7

7.15～
9.21

7.9～
8.  2

7. 11 ～

7.29

7.28～
55.8.31

7.13～
8.31

氏

西 田

原 口

田 沢

名

利 貞

紘 蒸

仁

兼 岡 一 郎  アメ リカ合衆国

目        的

進化的視点による霊長類同所種の比

較生態学的研究のため

「熱帯における水田の高度利用と窒
素循環」に関する調査研究のため

植物細胞膜の輸送現象に関するワー
クショップ出席および植物生理学に
関する研究連絡のため

オース トラリアとニュージーランド

における最近の気候変動の研究のた
め

同 上

インターマグーMMM合 同国際会議
出席および物理学に関する研究連絡
のため

微分幾何学に関する研究連絡のため

ハフイ群島における地球物理学的調
査のため

高エネルギー/7/J理学に関する研究の

ため

国際協同実験(JADE)参 加による

物理学実験研究のため

国際純粋応用生物物理学連合理事会
出席および生物物理学に関する研究
打合せのため

「 国際火山学及び地球内部化学会J

出席及び岩石学に関する調査研究の
ため

分子遺伝生理学に関する研究および

「 ショウジョウバエの行動 と発生」
シンポジゥム出席のため

第21回 分析化学に関するロッキーマ

ウンテン年会出席および分析化学に
関する研究連絡のため

卵着床の細胞生物学的解析のため

「植物 と微生物における青色光効果」
国際会議,欧州植物光形態形成シン
ポジウム出席及び光生物学に関する
研究連絡のため

「 国際火山学及び地球内部化学会」
出席およびハワイ諸島火山岩類の採
取のため

数理結晶学に関するシンポジウム出
席および数理結晶学に関する研究の

ため

プレー ト内および海底における火山
作用に関するハフイシンポジウム出
席およびハワイ諸島火山調査ならび
に同位体地球科学に関する研究連絡
のため

ア

ン

一
リ

ラ

ラ
　
一

ト

ジ

ス
　
一

一
　

ユ

オ

ニ

夫
　
　
　
雄
　
　
一

秀
　
　
　
博

　

修

木

　

　

森
　
　
田

鈴
　
　
　
大

　

飯

手

　

授

助

　

教

郊

　

樹雅谷

館

　

古

手

　

授

助

　

教

物

　

物

動

　

植

落 合 卓四郎

竹 内   均

蓑 輪   員

渡 辺 靖 志

和 田 昭 允

中 村 保 夫

堀 田 凱 樹

渡 部 徳 子

藤 井 敏 嗣

大 隅 一 政

オース トラリア
ニュージーラン ド

アメ リカ合衆国

アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国

ドイツ連邦共和国

ドイツ連邦共和国

アメ リカ合衆国

アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国
イ ン ド

アメ リカ合衆国

イスラエル

ドイツ連邦共和国
ベルギー,連合王国

アメ リカ合衆国

スイス

地 質

鉱 物

地 物

助 手

助 手

助 手
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Ｔ

Ｉ
所 属

中間子

化 学

化 学

氏

早

職

手

官

助

名

野 龍 五

目 的  国

カナダ

アメ リカ合衆国

ポル トガル

アメ リカ合衆国
スイス

アメ リカ合衆国

期    間

7.20～
9.  1

7.29～
9. 10

7.31～
8.19

目        的

中間子物理学に関する研究のため

ポル トガル化学会創立 200年記念講
演会, IUPAC総 会出席 および触
媒化学に関する共同研究のため

第 7回 国際複素環化学会議出席およ
び有機反応化学に関する研究連絡の
ため

教 授

助教授

田 丸 謙 二

秋 葉 欣 哉

昭和54年度 科学研究費補助金一覧表 (第 192次内定分)

海外学術調査

研 究 題 目

進化的視点 による霊長類同所種の比較生態学的研究

オース トラリアとニュージーランドにおける最近の気候変動の研究

カナダ地域における磁気圏入射粒子 と電磁波動の到来方向調査

計

海外学術調査―― 調査総括

研 究 題 目

ネ グリト族の集団遺伝学的調査 (第二次)

旧大陸乾燥地帯におけるフォガラ涵養オアシスの比較調査

計

がん特別研究 (1)

研 究 題 目

器官培養その他による発生分光とがん化の基礎生物学的研究

小型魚類を用いた発癌の基礎的研究

計

環境科学特別研究 (1)

研 究 題 目

環境汚染影響の高感受性動植物検出系の開発

低公害触媒反応の開発に関する基礎研究

汚染物質の地球化学的挙動の解析

研 究 担 当 者  補 助 金 額  備 考

江  _L  信  雄    12,000,000  動  物

向 山 光 昭  10,000,ooo化 学

不  破  敬一郎    13,500,00o     ″

研 究

西 田

鈴 木

/」  ヽ 日

3

担 当

禾」

秀

件

研 究 担 当

尾 本 恵

小 堀

2 件

54年 7月 現在

(単位 :円 ,○印は継続分 )

者  補 助 金 額  備 考

貞   8,500,000 人 類

夫    3,200,000   地  理

高  13,500,000 地物研

25,200,000

者  補 助 金 額  備 考

貞6    2,300,000  ノk  類

巌     2,800,000   地  理

5,100,000

研 究 担 当 者

水 野 丈 夫

江 上 信 雄

2 件

補 助 金 額

11,400,000

8,400,000

19,800,000

考

物

備

動
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研 究 題 目

大気中における熱汚染物質の拡散過程 と大気環境に及ぼす影響

霞ケ浦および周辺域の生態系動態に及ぼす人間活動の影響

熱排水の沿岸域での滞留 と人為的水塊形成

計

自然災害特別研究 (2)

研 究 題 目

断層運動 とリニアメ ント形成の関連

関東地区周辺における仮想地震による最大加速度の推定

計

総 合 研 究 (A)

研 究 題 目

○適応
場ぁ累滉糞星撃鰐徘奥

分泌現象の多様性と統一性

○日本列島北部における地向斜及び構造帯区分の再検討

○魚類における放射線障害とその解析

○大学進学率の増加にともなう数学教育の諸問題の基礎的研究

代数学及びその関連分野の総合的研究

位相幾何学 と関連諸分野の総合的研究

東南アジアにおけるヒマラヤ要素高等植物の分類と分布

チューブリンの分子機能に関する研究

現生 0化石エントモス トラーカ (オ ス トラコーダとシリペデイ
ア)の 生物地理学的研究

現代日本人頭蓋骨の地理的変異に関する総合調査

計

総 合 研 究 (B)

研 究 題 目

非線型現象の応用解析的研究

1980年代の固体地球物理学 国際共同研究の展望

ソフ トウエア科学の総合的研究

計

特 定 研 究 (1)

研 究 題 目

レーザー分光による励起状態の科学の総合的研究

RNA plasmid開 発の基礎研究

細胞質因子の基礎的研究

研 究 担 当 者  補 助 金 額  備 考

霜 田 光 -  3,700,000 物 理

岡 田 吉 美  12,700,000 生 化

飯  野  徹  雄   18,600,000   植  物

研 究 担 当 者 補

岸 保 勘三郎  7,

佐 伯 敏 郎 10,

永 田  豊  3,
6  ′+      57,

助 金 額

400,000

500,000

600,000

000,000

備 考

地 物

植 物

地 物

研 究 担 当 者

伊 藤 谷 生

佐 藤 良 輔

2 件

補 助 金 額  備 考

2,000,000   地  質

1,700,000   地  物

3,700,000

研 究 担 当 者

小 林 英 司

木 村 敏 雄

江 上 信 雄

河 田 敬 義

岩 堀 長 慶

服 部 品 夫

大 橋 広 好

酒 井 彦 一

花 井 哲 郎

埴 原 和 郎

10 件

補 助 金 額  備 考

4,000,000   臨  海

2,400,000   地  質

4,000,000 動 物

4,000,000   数  学

5,000,000     ″

4,000,000     ″

3,000,000 植物園

7,000,000   生  化

2,500,000   地  質

4,650,000   人  類

40,550,000

研 究 担

藤 田

浅 田

米 田

3

当 者

宏

敏

信 夫

件

補 助 金 額

1,900,000

1,300,000

3,000,000

6,200,000

備 考

数 学

地 物

情 報
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研 究 題 目

特殊条件下における地球深部物質の構造

熱水条件下における鉱物合成 と相平衡の研究

窒素有機資源開発のための反応解析

光による生体制御の機構解析

有機分子の膜輸送

クラスターの動的過程の研究

単結晶の動的解析における浪J定 系の検討

トレース ●キャラクタ リゼーシ ョンの生体科学への応用

行動の遺伝・発生

地震予知のための総合観測井設置 と前兆現象の捕捉

計

特 定 研 究 (2)

研 究 題 目

サフ要謹畠十著屏発
トルに相当する系の相平衡およびカイネティ

ダイヤモンドの年代測定

光合成細菌の遺伝解析のための星礎的研究

脂質二層膜の相転移にともなう柔らかさと揺らぎ―超音波測定による

レーザーラマン分光法による生体膜構造の研究

細菌細胞の膜合成に関与するペニシリン標的蛋自の研究

細胞形態の形成における局所膜構造の役割

分光学的に制御された分子線による衝突断面積の詳細な測定

EXAFSの 高速化に関する研究

集積超伝導微粒子系の特性とその応用

金属酵素の特異性,選択性,増幅特性等を利用する反応および分離

計

一 般 研 究 (A)

研 究 題 目

○
な場墨藁星撃品屏奥

バエの行動異常及び致死突然変異種に関す

○気球望遠鏡による恒星大気構造の研究

○高エネルギー原子核反応におけるπ中間子多重発生の研究

○西太平洋における上部マントルの構造並びに異方性について

○球状蛋白質の内部運動の解明とその分類表の作成

○
禽黒呂曇置墨

含む 9-置換 トリプチセンの回転異性体の単離と

○テルペンの転位反応の研究

陽子 ――反陽子反応によるバ リオニウムの研究

研

竹

飯

大

古

安

朽

竹

田

堀

浅

究 担 当 者  補 助 金 額

内 慶 夫  39,700,000

山 敏 道   6,500,000

木  i奎  貝」   16,800,000

谷 雅 樹  H,200,000

楽  泰  宏    14,000,000

津  耕  三    11,000,000

内 慶 夫    500,000

隅  三  生   20,000,000

田 凱 樹  17,500,000

田   敏  15,000,000

13  欄卜      187,200,000

備 考

鉱 物

地 質

化 学

植 物

化 学

鉱 物

化 学

物 理

地 物

補 助 金 額

5,800,000

8oO,000

800,000

500,000

600,000

500,000

1,000,000

1,500,000

4,000,000

3,900,000

1,500,000

20,900,000

備 考

地 質

地 物

植 物

物 理

化 学

植 物

生 化

物 理

化 学

物 理

化 学

者  補 助 金 額  備 考

樹     2,000,000  物  理

-   15,500,000   天  文

二     3,000,000  物  理

敏       500,000  地  物

允    3,200,000  物  理

貝1    2,000,000  化  学

美     3,200,000     ″

好    22,200,000  2/」  理

研 究 担 当 者

久 城 育 夫

/Jヽ  嶋     稔

原 山 重 明

坂 西 明 郎

原 田 一 誠

鈴 木 秀 穂

岡 田 吉 美

清 水 忠 雄

黒 田 晴 雄

佐 々木   亘

原 口 紘 蒸

11 件

研 究 担 当

堀 田 凱

小 平 桂

中 井 浩

浅 田

和 田 昭

大 木 道

高 橋 武

釜 江 常
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研 究 題 目

固体ヘ リウムの格子欠陥の研究

非円形断面 トカマクの各種断面形状を比較検討する研究

高選択的不斉合成反応の開拓とそれを利用する光学活性天然有機
化合物の合成

微小管蛋自の分子集合及び再構成微小管と細胞膜の相互作用に関
する生化学的研究

放射線高感受性細胞の形態的・生化学的特性の研究

計

一 般 研 究 (B)

研 究 題 目   研

○非アベール拡大の整数論                  岩

°
翌ヲ管ラ方窒ス勇話尾蓬遜纂

子が とる相異なる二つの コンホメ
 若

研 究 担 当 者

鈴 木 秀 次

遠 山 潤 志

向 山 光 昭

酒 井 彦 一

江 上 信 雄

13 件

補 助 金 額

17,900,000

14,100,000

14,400,000

14,000,000

20,000,000

132,000,000

考
・
理

備

物

化  ミユ

生 化

動 物

〇地震発生に関する岩石物理学的研究

○超高層大気入射粒子のエネルギー分布とその変動の研究

○マ トリックス中に分離された分子の赤外 レーザー光化学

〇タバコモザイクウイルス再構成反応の生物化学的研究

○細胞内フイ トクロム分布の光可逆的変化機構の解析

固体微粒子の形成 と光学特性

かにパルサーからの重力波の検出

国際協力深海掘削計画 。玄武岩の40Ar-3oAr年
代およびSr,

Nd同位体比測定

清浄金属表面上の一酸化炭素の水素化反応の研究

スピントラップ法による高層大気圏のラジカルの定性および定量

ポ リペプチ ド鎖延長過程におけるタンパク

ー 核酸相互作用の分子構造 レベルでの研究

細菌の細胞分裂に関与する膜蛋白質の分子遺伝学的研究

計

竹

/Jヽ

田

岡

古

上

平

/Jヽ

田

藤

宮

鈴

究 担 当 者

堀 長 慶

林 健 之

内   均

口   昌

隅 三 生

田 吉 美

谷 雅 樹

條 文 夫

川 浩 正

嶋   稔

丸 謙 二

原 鎮 男

沢 辰 雄

木 秀 穂

14 件

究 担

井

尾

田

田

上

当 者

文 憲

孜

一 誠

政 幸

健次郎

補 助 金 額  備 考

2,000,000   数  学

300,000 物 理

500,000   地  物

500,000   地物研

600,000   化  学

1,300,000   昼ュ  化

300,000   植  物

6,500,000   天  文

7,900,000   物  理

4,600,000   地  物

7,300,000   化  学

5,000,000     ″

8,000,000   生  化

5,300,000   植  物

50,100,000

補 助 金 額  備 考

1,400,000   物  理

800,000   地物研

400,000   化  学

400,000     ″

300,000   動  物

200,000 地 質

一 般 研 究 (C)

研 究 題 目   研

〇反陽子・陽子反応による重い中間子の研究          佐

OULF―VLF波動相互作用ならびにそれに伴うオーロラ粒子落下機構 玉

○フロー,複光東レーザーラマン分光法による分子の準安定状態の研究 原

○遊離基を選択的に捕獲する能力をもつスピントラップ剤の開発 吉

○孵化腺細胞の成熟 と分泌の機構               山

○
慕舞

代のマグマ活動とそれに伴う鉱床の地質学的,地球化学的 藤

-17-
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市

研 究 題 目

○磁気 リコネ クションに伴 うプラズマの爆発的エネルギー変換機

構の解析

○ 日本列島の第四紀後半における自然の長期的変動に関す る研究

微分位相幾何学の研究

恒星の非動径振動

太陽電波Ⅲ型バース トの観測及び数値 シ ミュレーション

太陽の グローバルダイナ ミックスの理論的および観測的研究

重イオ ン核反応における共鳴現象

高純度半導体の低温,強電場,強磁場下に於 る特異な電気伝導

海山玄武岩の磁気的性質 と古地磁気

二酸化窒素の グローバル分布の採査

電子励起および発光 を伴な う化学反応の分岐比の研究

温泉中の希ガス存在度の研究

放射性同位体 を用いた大気中極微量物質の挙動に関す る研究

真空紫外原子スペ ク トル分光法による水銀,いお う, りん,臭 素

な どの分析

細菌の光合成の電子伝達

力学的刺激受容の比較生理学的研究

古生物の移住に伴 う化石群集構造の変化と種の地理的分布の変化

準輝石相と輝石相の構造変態と結晶内での原子の運動論

ラムダ 。ファージ構造,タ ンパク質の構造 と機能の分子内解析

(遺伝学タンパク質化学,電子顕微鏡法の組み合せによる遺伝子
構造, タンパタ質構造,集合体構造,集合体内でのタンパク質の

機能の関連の研究)

大腸菌走化性の遺伝生化学的研究

計

研 究 担 当 者

三 浦   彰

補 助 金 額  備 考

1,000,000  地物研

900,000   地  理

2,000,000  数  学

850,000  天  文

1,700,000     ″

1,500,000     ″

1,320,000 物 理

2,160,000     ″

2,800,000   地  物

1,600,000  地物研

2,100,000  化  学

2,100,000  蠅し  殻

2,100,000  化  学

吉 川

田  オ寸

尾 崎

高 倉

吉 村

松 瀬

梶 田

河 野

/1ヽ   り||

近 藤

脇 田

巻 出

原

森

本寸

山

山

桂

原 山 重

26  件

虎 雄

一 郎

本́

洋

達

宏

丈
一
晃

義

　

紘

　

茂

寿

一局

口
　

田
　
上
　
口
　
中

雄

和

浩

不

長

紘

保

宏

紘

元

廣

彰

之

光

勲

明

2,100,000

1,300,000

2,000,000

2,100,000

1,950,000

生 化

動 物

地 質

鉱 物

一 般 研 究 (D)

研 究 題 目

希 ガス同位体比に基づ くマグマの生成移動過程の機構の研究

太平洋赤道海域における長周期波動の研究

成層圏 。中間圏大気力学の研究

熱帯偏東風波動の力学

地球磁場変動の構造 と磁気圏サブス トーム

Co(Ⅲ )ジ ニ トロビスジア ミン錯体によるNOの 還元反応

飽和炭素 。二価酸素間の結合の東縛内部回転

チオホスホ リル基 を利用 した新規反応の研究

るりやなぎ中の活性型ビタミンD8類似化合物の検索

研 究 担 当

兼 岡 一

宮 田 元

松 野 太

新 田

飯 島

内 藤 周

山 本

吉 藤 正

村 江 達

1,800,000  /■   化

1,900,000  植  物

38,780,000

補 助 金 額  備 考

470,000  地  物

460,000     ″

470,000     ″

470,000     ″

470,000   地物研

470,000  化  学

480,000     ″

460,000     ″

470,000     ″

者

良「

靖

良『

勅

健

式

学

明

志
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細胞内化学組成制御下における車軸藻類原形質膜の興奮性に関す
る研究

鞭毛運動における鞭毛膜の役害1

磁鉄鉱系及びチタン鉄鉢系花商岩類の成因に関する実験的研究

ATP依存性マル トース輸送系の生化学的研究

B F 23フ ァージDNA末端重複部分の塩基配列決定とDNA複
製過程の解析

計

奨 励 研 究 (A)

研 究 題 目

コンパクト代数多様体のチャウ (chow)群の構造

有限要素法を中心とする近似理論

複素領域における微分方母式論の研究

確率場の研究

一階述語理論の証明論および自動証明の研究

円盤状銀河の大局的渦状構造の研究

進行波管を用いたカルコゲナイトガラスの光検出ESR
2次元不規則電子系におヤする多体効果

Pallasiteに 関する研究

震源のごく近傍での高精度超広帯域多点観濃1に基づく断層のずれ
の時間函数の決定

インヴァ_ス法を用いた新しい震源決定法の定式化とそれに基づ
く計算プログラムの開発

高温下での応力腐蝕割目速度の測定

海底地殻玄武岩の自然残留磁化の磁化機構の解明

大規模山岳による対流圏定常性擾乱の生成機構

アルコールの活性化によるホスホリル化反応の開発

ホ不アイノチオイリデンニ量体の発生と捕捉

火山灰試料の放射化分析

マツムツソウの光環境に対する適応の土 一―植物―一大気モデル
を用いた定量化

南日本産スズキ亜目魚類の分類学的研究

東北日本における新第二紀 ――第四紀の地殻変動の変遷

含水珪酸塩鉱物における脱水機構の研究

二重鎖RNAフ ァージφ6の複製に関する研究

メダカリPお よび精子の放射線障害と胚発生に及ぼす影響

研 究 担 当 者

新 免 輝 男

雨 宮 昭 南

島 崎 英 彦

山 登 一 郎

岡 田 清 孝

14 件

補 助 金 額

470,000

460,00.0

44o,000

480,000

400,000

′6,470,000

栗 田

浜 野

中 村

渡 辺

川 島

中 村

丸 田

佐 藤

伊 藤

工 藤

伊 庭

井 尻

23

恵美子

寅 夫

谷 生

康 弘

英 夫

憲 一

件

補 助 金 額

900,000

86o,000

910,000

890,000

770,000

800,000

80Q000

460,000

700,000

700,000

600,000

800,000

750,000

650,000

430,000

710,000

710,000

730,000

540,000

600,000

840,0100

800,000

800,000

10,750,000

備 考

植 物

臨 海

地 質

植 物

生 化

情 報

天 文

物 理

地 物

化 学

地 殻

植 物

臨 海

地 質

鉱 物

生 化

動 9/J

研 究 担 当 者

丸 山 直 昌

鈴 木   貴

岡 本 和 夫

楠 岡 成 雄

佐 藤 雅 彦

家   正 則

村 山 和 郎

青 木 秀 夫

松 井 孝 典

山 田 敏 彦

松 浦 充 宏

考

学

備

数

敬

一二
　
一　
裕

幸

二

隆

裕

計

-19-



試 験 研 究 (2)

研 究 題 日

〇 IIP― NMRデ ータの集積おょび測定方法の標準イヒ

O野生種子の長期保存および国際的交換システムの確立

O定量的 lontophOresis‐ 法の.開発に関する基礎研究‐

可搬型
曇裏ξ

ルー‐アナログハイプリット方式による超高層デ

高精度大気オプン分光計の試作

微光末照射装置を組み込んだノマルスキー微分干渉顕微鏡|の 開発
と利用

フルオ●メトリーによる膜蛋自の動態に及ぼす薬物の作用の解析

分析用超遠心機の測定結果の直接処理の試み

計

研 究 担 当 者

稲 本 直 樹

古 谷 雅 樹

高 橋 景 一

国 分   征

小 川 利 紘

補 助 金 額  備 考

50Q000  化 学

50Q000 植物園

500,000  重b 物

5,.27Q000 地物研

5,000,000     ′

3:490,000  1査  物

3:800,ooO     ″

1,700,000  生  化

20,760,000

625,410,‐ 000

〓
一　

宏
一
彦

正

泰

春

件

田
　
楽

田

８

和
　
安

野

148件

茂

正

一
彦

夫

浩

桂

孝

．秀

高

川

平
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理 学 部 量

業 付

数 学 設 菫

情報科学議曇

物 理‐学 懇撞

大文 撃 教 豊

,1lζヨ
1卜1擁″ 瘍

化 学1教 窒

韮物 4L学 議室

動物 学 護 繁

職 場 学.教 墨

人 類 学 数 重

地 興 学 議 軍

鑑 物 学‐教 室

地理 学 数 室
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古

羅
・
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・
田

山

践

肌

餃
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鵬
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Ⅳ
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掛

事

計

事

薫

学

会

朦

　

人

郵

絡

事 酪  .曇

蓄 主 極

霧 主 佳

計 _t 儀.

務  擬

装  議  掛

1大1学 睦 器

経  理

厠  慶

砦  議

用 静

:ll卜 
‐

景

掛

室

員 璽

新 |し い内標 電話 番号 9厠懇罰画ょり

事 務 室‐

小 松 教 授

事 移 室

褒 轟 教 覆

事 務 室

桑 原 護 撰

義 議 室

喜 倉 ‐教1 授

事 務 躍

猶 1内■畿 慶

事■濃 憧

藤 躍 鬱 蟹

事 機 建

野 1回1 強 緩|

事 務 筆

高 橋 教 護|

事 務 塞

妻 肇 教 璧

事 務 嚢‐

餞 原 教 機

肇 誘 軍

飯 島 教 護

彗 議 室,

世 内 教 授

事 務 奎

吉  /11 教‐覆

り010
40‐20

4き34

4047.

4111.

り113
4241.

41154

4231
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42遷 1‐

4305
43第 1
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・4331
4421

4426

4401
4461
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4憾 01
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4545‐
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4・57]

薦 外 申 込:

機内警号案内

臨 海 実 験 所

積  物  園

素縦1手輸墨1撃

爾 酵箋ショ‐

中間 子 科.苧

地 緩 fL警

■06

1.00

山 教 授  4446
谷 毅 1理  4469
島 攀 篠  4581‐

柴 量 懇  423■
丸 験1額  43CI
崎■教 授  4233
1目 教 救  重239


